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第
１
章 

計
画
の
概
要 

写真はイメージです。 

本
市
の
総
合
計
画
は
昭
和
46(

1971)

年
11
月

に
策
定
さ
れ
、
そ
の
後
の
社
会
情
勢
・
経
済
情

勢
の
変
化
に
伴
う
市
民
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
現
在
ま
で
５
次
に
わ
た
り
計
画
の

見
直
し
等
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。 

平
成
22(

2010)

年
３
月
に
策
定
し
た
『
門
真

市
第
５
次
総
合
計
画
』
に
お
い
て
は
、
本
市
の

将
来
像
を
「
人
・
ま
ち
“
元
気
”
体
感
都
市 

門

真
」
と
し
、
自
律
的
・
持
続
的
に
発
展
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
を
進
め
、
平
成
25

(

2013)

年
に
は
、
門
真
市
の
自
治
の
最
高
規
範
性

を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
市
民
み
ん
な
が
共
有

す
べ
き
門
真
市
自
治
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。 こ

の
間
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
大
規
模

な
地
震
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の

不
安
の
高
ま
り
な
ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
行
政
に

求
め
ら
れ
る
役
割
等
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て

い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
に

対
応
し
、
10
年
、
20
年
先
を
見
据
え
た
、
誇
り

と
愛
着
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
新
た

な
指
針
と
な
る
『
門
真
市
第
６
次
総
合
計
画
』

(

以
下
、「
本
計
画
」
と
い
う
。)

を
策
定
し
ま
し

た
。 策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
や
事
業
者
等
の

ニ
ー
ズ
や
実
感
に
基
づ
く
課
題
を
把
握
す
る

機
会
を
設
け
、
本
計
画
に
反
映
す
る
と
と
も

に
、
基
本
構
想
に
つ
い
て
門
真
市
議
会
の
議
決

を
経
る
な
ど
、
市
民
や
事
業
者
、
市
議
会
、
そ

し
て
市
役
所
が
一
丸
と
な
っ
て
策
定
に
取
り

組
み
ま
し
た
。 

ま
た
、
平
成
27(

2015)

年
10
月
に
策
定
し
た

『
門
真
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
』
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
、
地
方
創
生
の
趣

旨
や
内
容
を
包
含
し
た
総
合
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。 
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⒉ 

計
画
の
構
成
・
期
間 

   

 

                   

 

 

                            

  

基
本
構
想
と
は 

基
本
構
想
は
、
計
画
期
間
を
平
成
32(

2020)

年
度
か
ら
平
成
41(

2029)

年
度
と
し
た
将
来
を

展
望
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
性
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。 

 

基
本
計
画
と
は 

基
本
計
画
は
、
計
画
期
間
を
平
成
32(

2020)

年
度
か
ら
平
成
41(

2029)

年
度
の
10
年
間
と
し
、

基
本
構
想
に
示
す
本
市
の
将
来
像
の
実
現
に

向
け
、
行
政
各
分
野
の
施
策
の
方
針
、
め
ざ
す

べ
き
指
標
な
ど
を
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。 

ま
た
、
諸
情
勢
の
変
化
や
市
長
任
期
等
を
考

慮
し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。  

 

実
施
計
画
と
は 

実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
に
お
け
る
諸
施
策

の
効
果
的
な
実
施
の
た
め
の
指
針
で
あ
り
、
そ

の
基
礎
と
な
る
具
体
的
な
事
業
を
定
め
る
も

の
で
す
。
計
画
期
間
を
３
年
間
と
し
、
１
年
ご

と
に
財
政
的
な
裏
付
け
を
も
っ
た
見
直
し(

ロ

ー
リ
ン
グ
方
式)

を
行
い
ま
す
。 

まちづくりの展望や方向性、
基本目標など

施策の体系や方針

めざすべき指標など

基本計画を実現するため
の具体的な事業

本
計
画
は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
市
政
の

運
営
を
図
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
や
施
策
推
進

の
方
向
性
を
示
す
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
り
、 

計画期間：10 年間 

平成 32(2020)年度から平成

41(2029)年度 

計画期間：10 年間 

平成 32(2020)年度から平成

41(2029)年度 

※諸情勢の変化等を考慮し、必要に
応じて見直し 

計画期間：３年間 

平成 32(2020)年度から毎年

作成 

(ローリング方式による見直し) 

「
基
本
構
想
」
、
「
基
本
計
画
」
、
「
実
施
計
画
」
の

３
階
層
で
構
成
し
て
い
ま
す
。 
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第
２
章 

計
画
策
定
の
背
景 

 
   概要              

⑴ 

門
真
市
の
歴
史
と
成
り
立
ち 



13 
 

 
 

 
 

                 
 

本
市
は
、
大
阪
府
の
北
東
部
に

位
置
し
、
周
囲
は
大
阪
市
・
守
口

市
・
寝
屋
川
市
・
大
東
市
と
隣
接

し
て
い
ま
す
。 

東
西
約
4.9

km

、
南
北
約
4.3

km
、
面
積
12.30
㎢
と
市
域
が
比
較

的
小
さ
く
ま
と
ま
り
、
大
き
な
起

伏
が
無
く
、
平
坦
な
地
形
に
あ

り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
域
の
な
か

に
生
活
に
必
要
な
公
共
交
通
、
商

業
施
設
が
集
約
さ
れ
て
い
る
た

め
、
便
利
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
高
齢
者
、
障
が
い

の
あ
る
人
な
ど
に
と
っ
て
暮
ら

し
や
す
く
、
ま
た
、
市
内
や
市
の

周
辺
に
行
く
場
合
も
、
車
を
利
用

せ
ず
に
、
徒
歩
や
自
転
車
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
交
通
利
便
性
が
高
く
、
快

適
な
ま
ち
で
す
。 

 

             １．門真市の  

⑵ 

門
真
市
の
地
理
的
特
徴 

本市の地理的特徴を表す図を 

掲載予定 
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⑶ 

門
真
市
の
魅
力 

①抜群に優れた交通利便性 

② 確かな技術力のあるものづくり産業 

近
代
工
業
化
前
の
本
市
で

は
、
農
村
の
余
剰
労
働
に
依
存

す
る
農
村
工
業
、
特
に
戦
前
の

大
阪
周
辺
の
代
表
的
工
業
で
あ

っ
た
綿(

メ
リ
ヤ
ス)

工
業
が
小

規
模
な
が
ら
発
達
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
本
市
の
近
代
工
業

の
起
点
と
な
っ
た
現
関
西
電
力

古
川
橋
変
電
所
の
建
設
に
よ

り
、
電
力
供
給
が
安
定
し
た
本

市
に
、
松
下
電
器
製
作
所
（
現

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
）
を
は
じ
め
、

数
多
く
の
企
業
が
移
転
し
て
き

た
こ
と
が
、
今
日
の
本
市
製
造

業
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。 

本
市
は
こ
の
よ
う
に
、
現
在

も
世
界
の
ト
ッ
プ
企
業
と
し
て

躍
進
を
続
け
る
大
手
電
機
メ
ー

カ
ー
の
企
業
城
下
町
と
し
て
発

展
し
て
き
た
背
景
か
ら
、
卓
越

し
た
技
術
を
持
つ
中
小
企
業
が

数
多
く
立
地
し
て
お
り
、
も
の

づ
く
り
産
業
が
盛
ん
な
ま
ち
で

あ
り
、
第
二
次
産
業
就
業
者
の

比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

市
内
に
は
京
阪
電
車
の
西
三

荘
、
門
真
市
、
古
川
橋
、
大
和

田
、
萱
島
の
各
駅
、
地
下
鉄
長

堀
鶴
見
緑
地
線
の
門
真
南
駅
、

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
門
真
市
駅
と

7
つ
の
駅
が
あ
り
、
主
要
道
路

に
は
、
京
阪
バ
ス
・
近
鉄
バ
ス

に
よ
る
路
線
バ
ス
網
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
幹
線
道
路
網
と
し
て
、

市
内
の
中
央
部
を
国
道
163

号

が
東
西
に
横
断
、
西
部
を
府
道

大
阪
中
央
環
状
線
や
近
畿
自
動 

車
道
が
縦
断
、
南
部
地
域
中
央

を
第
二
京
阪
道
路
が
通
っ
て
い

ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
本
市
は
大
阪

市
に
隣
接
す
る
だ
け
で
な
く
京

都
へ
の
利
便
性
も
高
ま
り
、
こ

れ
ら
の
交
通
網
は
本
市
の
暮
ら

し
や
産
業
の
発
展
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
阪
神
高
速
淀
川
左

岸
線
の
延
伸
、
大
阪
モ
ノ
レ
ー

ル
の
延
伸
も
決
定
し
て
お
り
、

今
後
、
更
に
交
通
利
便
性
が
向

上
し
ま
す
。 

31.14 
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25.66 
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25.56 
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28.55 
25.78 
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（平成 26（2014）年経済センサス基礎調査） ※他団体平均…本市以外の上記団体の平均 



15 
 

 
 

本
市
に
は
、「
大
阪
み
ど
り
の

百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
「
三

ツ
島
の
薫
蓋
ク
ス
」
や
「
砂
子
水

路
の
桜
」
な
ど
の
自
然
の
名
所

が
あ
り
ま
す
。 

薫
蓋
ク
ス
は
、
三
島
神
社
境

内
に
あ
る
国
指
定
天
然
記
念
物

の
ク
ス
ノ
キ
で
樹
齢
1000
年
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
500
ｍ
あ
る
砂
子
水
路

の
両
岸
に
は
、
約
200
本
の
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら
れ
、
桜
の

満
開
期
に
は
美
し
い
桜
の
ト
ン

ネ
ル
が
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま

す
。 

③ 人の温かさ残るまち 

④ 名所・見どころ 

ま
た
、
本
市
に
は
、「
伝
茨
田

堤
」
や
「
願
得
寺
」
な
ど
歴
史
的

な
文
化
財
も
あ
り
ま
す
。 

茨
田
堤
は
、
古
事
記
・
日
本
書

紀
に
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

記
録
に
残
る
日
本
最
古
の
堤
防

と
さ
れ
、
５
世
紀
頃
に
築
か
れ

た
よ
う
で
す
。
宮
野
町
の
堤
防

の
跡
は
現
在
地
上
に
残
る
唯
一

の
「
茨
田
堤
」
跡
と
推
定
さ
れ
、

大
阪
府
の
史
跡
「
伝
茨
田
堤
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

願
得
寺
は
、
真
宗
大
谷
派
の

寺
院
で
、
遺
構
の
多
く
は
17
世

紀
に
つ
く
ら
れ
、
国
の
登
録
有

形
文
化
財
や
大
阪
府
の
指
定
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
堂
の
南
側
に
は
墓
地
が

あ
り
、
第
44
代
総
理
大
臣
・
幣

原
喜
重
郎
を
輩
出
し
た
幣
原
家

の
累
代
の
墓
が
あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
は
、
平
成
30(

2018)

年

に
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
開
館
し
、
名
誉
市
民

で
あ
る
松
下
幸
之
助
氏
の
経
営

観
や
人
生
観
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

の
歴
史
を
知
る
新
た
な
名
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た

っ
て
開
催
し
た
市
民
会
議
で

は
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
「
人

や
地
域
が
温
か
く
活
気
が
あ

る
」
「
人
情
が
あ
ふ
れ
る
」
「
団

結
力
が
あ
る
」
な
ど
、「
人
の
魅

力
」
に
関
す
る
意
見
が
多
く
上

が
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
地
域
の
様
々
な
取
組

に
お
い
て
、
多
く
の
市
民
が
熱

心
に
活
動
さ
れ
る
な
ど
「
お
た

が
い
さ
ま
」「
お
せ
っ
か
い
」

と
い
っ
た
助
け
合
い
の
気
持
ち

が
地
域
に
根
強
く
あ
る
、
人
の

温
か
さ
が
残
る
ま
ち
で
す
。 

 

記載内容を表すイメージを掲載予定 

写真はイメージです。 
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  課題           

日
本
の
人
口
は
、
平
成
20(

2008)

年
を
ピ
ー
ク

と
し
て
減
少
局
面
に
入
り
、
世
界
で
例
の
な
い
速

度
で
少
子
高
齢
化
が
進
む
と
同
時
に
、
東
京
へ
の

一
極
集
中
に
よ
り
、
都
市
の
人
口
構
造
が
大
き
く

変
わ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
市
の
人
口
は
、
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代

の
高
度
経
済
成
長
期
に
か
け
て
急
激
に
増
加
し

ま
し
た
。 

平
成
２(

1990)

年
以
降
は
緩
や
か
な
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
27(

2015)
年
国
勢
調
査

の
結
果
で
は
、
平
成
22(

2010)

年
時
点
か
ら
約
6,700

人
減
と
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。(
図
１) 

 

本
市
の
人
口
減
少
の
特
徴
と
し
て
は
、
転
出
数

が
転
入
数
を
上
回
る
転
出
超
過
が
主
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
し
た(

図
２)

が
、
平
成
21
年(

2009)

以
降
は
出
生
数
と
死
亡
数
が
逆
転
し(

図
３)

、
社

会
動
態
・
自
然
動
態
の
両
面
か
ら
人
口
減
少
が
加

速
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
０
～
９
歳
の
子
ど
も
と
20
～
44
歳
の

親
世
代
の
転
出
が
多
く
、
結
婚
や
出
産
、
家
の
購

入
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
想
定
さ
れ
る
年

代
で
転
出
超
過
が
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
、
子
育
て
世

代
の
流
出
に
よ
り
、「
生
産
年
齢
人
口
」
の
割
合 

 

⑴ 

人
口
に
つ
い
て 

 

が
減
少
し
、
「
高
齢
者
人
口
」
の
割
合
の
増
加
が

進
む
と
、
市
税
な
ど
収
入
の
減
少
や
社
会
保
障
費

用
な
ど
支
出
の
増
加
、
労
働
力
や
消
費
の
縮
小
に

よ
る
地
域
経
済
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
ま
れ
ま
す
。 

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
社
会
に
対
応

し
、
本
市
の
特
色
を
活
か
し
た
取
組
を
進
め
、
多

様
な
人
が
活
躍
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
年
齢
構
成
を
実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 自然動態の推移 

出生数＜死亡数 が加速 

社会動態の推移 

依然として、転出超過 (図２) 

(図３) 

出生数と死亡数 
が逆転 

(図１) 
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２．門真市の現状と               

人
口
減
少
と
と
も
に
、
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
高
齢
化
率
は
2020
年

に
は
30
％
を
超
え
、
そ
の
後
も
増

加
の
一
途
を
辿
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

特
に
、
認
知
症
高
齢
者
数
は
、
5,436

人(

2015
年)

か
ら
6,128
人(

2025
年)

へ

増
加 

(

※
１)

、
ま
た
、
本
市
の
健

康
寿
命(

※
２)

は
男
性
76.98
歳
で
府

内
43
団
体
中
42
位
、
女
性
80.90
歳
で

43
位(

2015
年)

と
、
低
い
水
準
に
あ

り
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
、
地

域
・
社
会
全
体
で
支
え
る
体
制
づ
く

り
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

(

※
１)

「
日
本
に
お
け
る
認
知
症
の
高

齢
者
人
口
の
将
来
推
計
に
関
す
る
研

究
」(

2014
年)

に
お
け
る
推
定
有
病
率
の

う
ち
、
「
各
年
齢
の
認
知
症
有
病
率
が

一
定
の
場
合
」
を
用
い
た
場
合 

 (

※
２)

寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
ら
な

い
状
態
で
生
活
で
き
る
期
間 

⑵ 

高
齢
化
と
健
康
に
つ
い
て 

6.8%
8.7%

12.1%

16.9%

22.4%

27.5%
30.0% 30.2%

31.5%

34.7%

39.4%
41.7%

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045

▶門真市の高齢化率 

資料：住民基本台帳(各年 10 月１日現在) なお、2020 年以降の推計値は日本の将来推計人口(国立社会保障・人口問題研究所)より 

人口ビラミッドの変遷 

生産年齢人口が減少 
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（平成 29（2017）年度大阪府統計年鑑、平成 27（2015）年国勢調査） 

防
犯
・
交
通
上
の
安
全
確
保 

歩
道
を
含
め
た
見
通
し
の
良
い
広

い
道
路
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
や

交
通
事
故
の
防
止
な
ど
歩
行
者
の
安

全
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 景
観
の
向
上
や
防
災
上
の
安
全
確
保 

老
朽
化
し
た
長
屋
や
文
化
住
宅
の

建
替
え
等
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち

の
景
観
の
向
上
に
加
え
、
火
災
の
延
焼

や
倒
壊
の
危
険
が
少
な
く
な
り
ま
す
。 

 持
ち
家
比
率
の
向
上
や
定
住
の
促
進 

ま
ち
の
基
盤
整
備
と
一
体
的
な
住

宅
整
備
な
ど
に
よ
り
、
若
い
世
代
が

家
族
で
暮
ら
し
た
い
と
思
え
る
ゆ
と

り
の
あ
る
住
宅
供
給
を
誘
導
す
る
こ

と
に
よ
り
、
持
ち
家
比
率
の
向
上
、

ひ
い
て
は
定
住
の
促
進
に
つ
な
が
り

ま
す
。 

高
度
経
済
成
長
期
の
急
激
な
人
口

増
に
伴
い
、
ま
ち
の
基
盤
と
な
る
道
路

な
ど
が
整
わ
な
い
ま
ま
木
造
共
同
住

宅
が
建
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
公
園
等

の
公
共
施
設
が
少
な
い
密
集
し
た
市

街
地
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。 

⑶ 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

50.54 

42.74 

19.85 

31.66 

9.77 

15.68 

11.55 

26.26 

16.13 
18.21 

21.32 

0

10

20

30

40

50

60

門
真
市

守
口
市

枚
方
市

寝
屋
川
市

大
東
市

四
條
畷
市

交
野
市

豊
中
市

吹
田
市

摂
津
市

他
団
体
平
均

人口1,000人あたり被生活保護人員数（‰（パーミル））

現
在
で
は
、
老
朽
化
が
進
む
と
と
も

に
、
空
き
家
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

こ
の
地
域
的
な
特
徴
は
、
「
狭
隘
な

(

狭
い)

道
路
が
多
い
」
「
緑
地
面
積
が

少
な
い
」「
景
観
が
悪
い
」
な
ど
、
市
民

の
快
適
な
暮
ら
し
に
大
き
く
関
わ
る

も
の
で
あ
り
、
本
市
の
様
々
な
課
題
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
低
廉
な
賃
貸
住
宅
が
多
い
こ

と
が
、
持
ち
家
比
率
の
低
さ
、
経
済
的

に
厳
し
い
世
帯
や
生
活
保
護
を
受
給

す
る
世
帯
の
多
さ
の
背
景
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

安
全
・
安
心
で
快
適
な
生
活
、
ま
た
、

ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
暮
ら
し

の
実
現
に
向
け
、
早
期
の
密
集
市
街
地

の
解
消
や
空
き
家
対
策
に
向
け
た
取

組
が
必
要
で
す
。 

 

（平成 25（2013）年住宅・土地統計調査、平成 27（2015）年国勢調査） 

※他団体平均…本市以外の上記団体の平均 

密
集
市
街
地
を
解
消
す
る
と
… 
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⑷ 

子
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て 

ま
た
、
15
歳
か
ら
24
歳
と
い
う

比
較
的
若
い
女
性
の
出
生
率
が
近
隣

市
、
大
阪
府
内
と
比
較
し
て
高
い
状

況
に
あ
り
、
親
の
経
済
的
な
基
盤
が

不
安
定
で
あ
る
こ
と
や
、
子
育
て
に

関
す
る
知
識
が
乏
し
い
こ
と
な
ど
、

子
ど
も
や
家
庭
へ
の
支
援
の
必
要 

 

北河内各市における合計特殊出生率及び母の年齢階級別出生率 
(平成 20(2008)～平成 24(2012)年 

平
成
28(

2016)

年
度
に
実
施
し
た

「
門
真
市
子
ど
も
の
生
活
に
関
す
る

実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
本
市
で
は
、

経
済
的
に
困
窮
し
た
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
子
ど
も
が
府
内
平
均
よ
り
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
（
※
） 

 （
※
）
「
門
真
市
子
ど
も
の
生
活
に
関
す

る
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
国
の
定
め
る

基
準
で
の
大
阪
府
内
全
自
治
体
の
相
対

的
貧
困
率
は
14.9
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

本
市
で
は
16.4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

に
よ
る
と
、
本
市
で
は
、
小
中
学
校
と

も
に
、
全
国
平
均
を
下
回
る
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。 

経
済
的
な
困
窮
は
、
子
ど
も
の
生

活
習
慣
や
学
習
状
況
・
学
力
に
も
影

響
を
与
え
て
い
る
と
さ
れ
、
学
力
の

向
上
、
子
育
て
・
家
庭
教
育
支
援
等
へ

の
さ
ら
な
る
取
組
が
必
要
で
す
。 

性
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能
性

が
高
く
、
子
ど
も
へ
の
支
援
の
強
化

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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⑸ 

市
民
の
定
住
意
向
と
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て 

50.8

33.4

29.2

42.8

12.8

22.2

26.9

17.4

1.1

2.3

3.9

1.8

32

40.9

39.2

35.4

3.3

1.2

0.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60歳以上

40～50歳代

20～30歳代

全体

住みつづけたい できればよそに移りたい

すぐにでもよそに移りたい なにも考えていない

無回答

42.8

50.3

46.7

41.6

17.4

27.5

28.3

33.5

1.8

3.5

5.3

6.2

35.4

17.7

19.3

17.5

2.5

1.0

0.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年
（2018）

平成20年
（2008）

平成10年
（1998）

昭和63年
（1988）

住みつづけたい できればよそに移りたい

すぐにでもよそに移りたい なにも考えていない

無回答

市
民
の
定
住
意
向
で
は
、
「
よ
そ
に
移

り
た
い
」
と
思
う
人
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、「
住
み
つ
づ
け
た
い
」
と
思
う
人

も
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
代
別
で

は
、
若
い
世
代
ほ
ど
移
住
意
向
を
持
つ
人

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
平
成
27(

2015)

年
度
に
実
施
し
た

「
門
真
市
周
辺
地
域
へ
の
転
居
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
は
、
本
市
の
「
地

域
、
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
が
良
い
」
と
の
回

答
が
4.4
％
と
な
っ
て
お
り
、
市
外
居
住

者
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

若
い
世
代
が
、
誇
り
や
愛
着
を
持
ち

「
住
み
つ
づ
け
た
い
」
と
思
え
る
施
策
の

推
進
に
よ
り
、
本
市
の
魅
力
を
、
広
く
内

外
へ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
の
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
確
立
し
、
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

市民の定住意向の推移 

（平成 30（2018）年度門真市市民意識調査） 
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少子化 

2025 年問題 

について 

2025
年
問
題
と
は
、
約
800
万
人
の
団

塊
の
世
代(

1947
～
1949
年
生
ま
れ)

が

2025
年
に
後
期
高
齢
者
と
な
る
た
め
、

国
民
の
５
人
に
１
人
が
75
歳
以
上
と

な
り
医
療
や
介
護
費
用
な
ど
の
負
担

の
増
加
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
、

地
域
を
支
え
る
人
の
不
足
な
ど
、
人

口
構
造
の
変
化
に
伴
い
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
問
題
の
こ
と
で
す
。 

 

今
後
、
さ
ら
に
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
が
進
行
す
る
こ
と
で
税
収
の
確

保
が
困
難
に
な
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
本
市
で
は
、
こ
の
大
き
な

問
題
に
全
庁
的
に
対
応
す
る
た
め
、

「
門
真
市
2025
年
問
題
対
策
検
討
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
現
状
や
課
題
の
把

握
を
行
い
、
そ
の
う
え
で
、
こ
れ
ら
の

課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
方
向
性
を

定
め
、
対
策
を
検
討
し
ま
し
た
。 

２０２５
年
問
題
と
は 

▶高齢化

①

認
知
症
高
齢
者
の
増
加

②

医
療
・介
護
費
用
の
負
担
増

③

健
康
へ
の
関
心
の
低
さ

④

貧
困
の
高
齢
者
の
増
加

⑤

地
域
を
支
え
る
人
の
不
足

本
市
の
人
口
動
態
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
現
状
や
将
来
推
計
を
踏
ま
え
、

門
真
市
2025
年
問
題
対
策
検
討
委
員
会
で
は
、
議
論
を
整
理
す
る
た
め
、

ま
ず
「
高
齢
化
」
と
「
少
子
化
」
の
２
つ
に
大
き
く
分
け
、
そ
の
中
で

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。 

そ
こ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。 

 

▶少子化

①

転
出
超
過
に
よ
る

生
産
年
齢
人
口
の
減
少

②

家
庭
環
境
に
よ
る
学
力

へ
の
影
響

③

子
ど
も
や
親
の
集
え
る

場
所
の
不
足

④

治
安
に
関
す
る

市
の
イ
メ
ー
ジ
へ
の
影
響

⑤

仕
事
と
家
庭
の
両
立

の
困
難
さ

本

市

の

抱

え

る

課

題 

課
題
解
決
に
向
け
た
対
策 

トピックス① 
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認知症予防の対策としては、適度な運動を

行うことや、人との関わりを持つことが重要

とされています。より多くの高齢者などが地

域でのイベントなどに積極的に参加できるよ

う支援していきます． 

また、認知症サポーターの養成講座の実施

などの理解促進にむけた取組も引き続き進め

ていきます。 

 対策 

01 
地域の活動や適度な 

運動で認知症を予防 

より多くの市民に健(検)診を受診してもら

うため、受診機会の拡充など、受診率向上に

結びつく取組を進めるとともに、健(検)診受

診をはじめとする健康づくりや介護予防に対

するインセンティブを提供する取組を進めて

いきます。 

 

医療・介護費用の抑制 

に向けた仕組みづくり 

市民の健康意識を向上させる一方で、日常

生活における健康の阻害要因を取り除き、健

康への関心が低い人でも、日常生活を送るだ

けで自然と健康になれるような環境づくりが

求められます。バランスの良い食生活をめざ

した、野菜摂取を促す取組などを進めていき

ます。 

 

自然と健康的な生活を 

送れるような環境整備 

現在行っている就労支援の多くは、高齢者が

対象となっていませんが、社会情勢の変化に伴

いその支援内容を見直し、働く意欲のある高齢

者などがスムーズに就労できるように取り組み

ます。また、やりがいや生きがいなどを目的と

した就労についても支援をおこない、就労を通

じた健康づくりを推進します。 

高齢者になった際に地域から孤立しな

いためには、現役世代のうちから地域と

の関わりを持つことが重要です。 

その視点から、地域での行事の内容や

開催時間を見直したり、現役世代が参加

したくなるようなきっかけづくりを支援

していきます。 

高齢の生活困窮者等 

への就労支援の拡充 

誰もが地域に関われる 

ようなきっかけづくり 
 

対策 

05 
 

対策 

04 

 対策 

03 
 対策 

02 

 ざ  す  ま  ち  の  姿 高齢化対策 

健康でいきいきと暮らせるまち 
▶方針 

健康寿命の延伸 

 め 

 

子育て世代の転出が多い本市において、現

在行っている事業や取組を、子育て世帯や今

後子どもを持とうとしている世帯にきちんと

アピールする必要があります。 

また、子育てに関する相談等の場をワンス

トップで提供できる拠点づくりなど、市民ニ

ーズを踏まえた事業に積極的に取り組み、市

内外への周知を図っていきます。 

 

 
対策 

01 
市の魅力発信による 

子育て世代の転出抑制 

現在、市内各施設でも学習スペースの活用

は可能ですが、建設予定の生涯学習複合施設

などを含め、子どもが利用しやすい学習スペ

ースの確保に向けた取組を進めていきます。 

また、小学校教育とも連携した就学前教育

の推進も含め、子どもにとってより良い学習

環境の整備に取り組みます。 

子どもが学習できる 

環境の整備 

子育て世帯が外出しやすいまちづくりを進

めていくため、子育て世代にも配慮した公共

施設の設計や公園の改修などを推進していき

ます。 

また、公園での親子交流イベントなど、身

近な地域で気軽に参加できる取組も進めてい

きます。 

 

子育て世代に配慮した 

取組の推進 

本市における犯罪率は減少傾向にありますが、

安心して子育てできるまちづくりに向け、防犯灯

のLED化や防犯カメラの設置の促進、ひったくりや

窃盗、特殊詐欺などの防犯に関する市民の意識啓

発に引き続き取り組むとともに、再犯防止に向け

た取組を進め、安心して子育てできる、というイ

メージの定着を図っていきます。 

本市で実施している子育て世代の女性への

就労支援について周知するとともに、ニーズ

に応じた適切な支援を提供していきます。 

また、待機児童の解消に向けた取組など、子

育て世代の就労を取り巻く課題の解消に取り

組みます。 

 

安全・安心なまちづくりと 

意識啓発 

子育て世代の就労を 

取り巻く課題の解消 
 

対策 

05 
 

対策 

04 

 
対策 

03 
 

対策 

02 

 ざ  す  ま  ち  の  姿 少子化対策 

安心して子育てできるまち 
▶方針 

子育て世代の応援 

 め 
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第
１
章 

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
望 

 

１
．
社
会
経
済
の
将
来
展
望(

時
代
の
潮
流)

 

 
 
 
 

⑴ 

安
全
・
安
心
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り 

 
 

 
 

 

⑵ 

誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現 

⑶ 

イ
ン
フ
ラ
等
の
老
朽
化 

 
 

 
 

 

⑷ 

情
報
技
術
の
革
新 

⑸ 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
外
国
人
労
働
者
の
増
加 

ト
ピ
ッ
ク
ス
② 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

持
続
可
能
な
開
発
目
標)

に
つ
い
て 

２
．
人
口
の
将
来
展
望 

３
．
財
政
の
将
来
展
望 

 
第
２
章 

ま
ち
の
将
来
像
と
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性 

１
．
ま
ち
の
将
来
像 

２
．
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性 

第
３
章 

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標 

１
．
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標 

２
．
本
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
の
視
点 

 

写真はイメージです。 
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門
真
市
の
め
ざ
す
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
や
将
来
像
、

基
本
目
標
に
つ
い
て
示
し
て

い
ま
す
。 
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 東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す

る
大
規
模
な
地
震
や
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
な
ど
の
異
常
気
象
が
多
発
す
る

中
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
ほ

か
、
大
型
台
風
や
豪
雨
災
害
な
ど
、

大
規
模
な
自
然
災
害
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
、
災
害
へ
の
備
え
が
求
め

ら
れ
ま
す
。 

高
齢
者
を
狙
っ
た
詐
欺
行
為
の

増
加
や
悪
質
な
事
件
の
発
生
な
ど

を
背
景
に
、
市
民
の
暮
ら
し
を
取

り
巻
く
安
全
・
安
心
に
対
す
る
意

識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
30
（
2018
）
年
度
市
民
意

識
調
査
で
は
、
門
真
市
が
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
の
ま
ち
に
な
る
こ

と
を
望
む
か
と
い
う
質
問
で
は
、

53.8
％
が
「
安
全
で
安
心
し
て
住
め

る
ま
ち
」
と
回
答
し
、
他
の
選
択

肢
と
比
較
し
て
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

⑴安全・安心に対する意識の高まり 

１．社会経済の将来展望（時代の潮流） 

さ
ら
に
は
、
平
成
30
（
2018
）
年

度
市
民
幸
福
実
感
に
関
す
る
意
識

調
査
で
は
「
犯
罪
な
ど
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
安
心
で
き
る
環
境
が
で

き
て
い
る
」
、
「
安
全
で
便
利
な

道
路
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
」

と
い
っ
た
安
全
・
安
心
に
関
す
る

施
策
を
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
割

合
が
高
く
、
市
民
の
安
全
・
安
心

を
守
る
取
組
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

本
市
で
は
、
意
識
啓
発
や
防
犯

灯
・
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
促
進
等
に

よ
り
火
災
件
数
や
犯
罪
認
知
件
数

は
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

災
害
や
犯
罪
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
行
政

や
市
民
、
地
域
、
事
業
者
、
消
防
、

警
察
、
保
健
所
な
ど
が
連
携
し
、
一

体
的
に
防
災
・
防
犯
対
策
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

  

大
規
模
な
災
害
や
犯
罪
へ
の
不
安 

安
全
・
安
心
を
守
る
取
組
の
推
進 

(平成 30（2018）年度市民幸福実感に関する意識調査)

犯罪認知件数、火災件数の推移 

(資料：門真警察署、守口市門真市消防組合消防本部)

 

第
１
章 

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
望 門真市がどのようなイメージのまちになることを望むか 

(平成 30（2018）年度市民意識調査)

9.1

4.4

8.6

53.8

1.6

4.5

1.9

1.6

14.3

0% 20% 40% 60%

まちなみが整った緑の多いまち

若者などが集う活気あるまち

いろいろな施設がたくさんある

楽しいまち

安全で安心して住めるまち

歴史や情緒が感じられるロマンの

あるまち

教育の環境が整ったまち

今のままのまちでよい

その他

不明・無回答 (n=929)

犯罪などに巻き込まれない安心できる環境ができている 安全で便利な道路の整備がなされている 

40.3 25.9 19.2
1.1 0.5

13.0

非常に重要 重要 普通 重要でない 全く重要でない 無回答

22.4 32.8 29.6
1.3 0.6

13.2

非常に重要 重要 普通 重要でない 全く重要でない 無回答

(％) (％)

(平成 30（2018）年度市民幸福実感に関する意識調査) 
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 誰

も
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
推
進 

多
様
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
作
り 

⑵誰もが活躍できる社会の実現 

⑶ インフラ等の老朽化 

多
く
が
築
50
年
超
と
な
る
老
朽
化 

新
し
い
技
術
に
よ
る
維
持
管
理 

私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
道
路
や

上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
含
め

た
公
共
施
設
等
は
、
多
く
が
高
度
経
済

成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
一
斉
に
更
新
の
時
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
維
持
管
理
や
更
新
に
は
、

莫
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

国
・
地
方
問
わ
ず
財
政
を
圧
迫
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
各
地
で
発
生
し
て
い
る
ト
ン

ネ
ル
の
崩
壊
や
道
路
の
陥
没
な
ど
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
老
朽
化
対
策
の
遅

れ
は
命
に
直
結
し
ま
す
。 

本
市
に
お
い
て
も
、
安
全
面
か
ら
の

早
急
な
老
朽
化
対
策
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
人
口
構
造
が
変
化
す
る
こ
と
に

よ
る
施
設
等
の
ニ
ー
ズ
変
化
や
、
新
し

い
技
術
の
活
用
な
ど
に
よ
る
維
持
管

理
の
効
率
化
な
ど
、
短
期
・
長
期
的
な

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

少
子
高
齢
化
と
と
も
に
、「
人
生

100
年
時
代
」
と
も
称
さ
れ
る
よ
う

に
、
医
療
の
発
展
な
ど
に
伴
う
長

寿
命
化
に
よ
り
、
人
々
の
人
生
設

計
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も
大
き

な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。 こ

の
よ
う
な
中
、
国
で
は
、
子
育

て
・
教
育
・
社
会
保
障
な
ど
新
た
な

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
作
り
に
向

け
、
性
別
や
年
齢
、
障
が
い
や
病
気

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が

活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
を
掲
げ

て
い
ま
す
。 

働
く
人
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応

じ
た
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き

る
社
会
を
実
現
す
る
働
き
方
改
革

を
進
め
、
長
時
間
労
働
の
是
正
、
育

児
休
暇
の
取
得
促
進
、
雇
用
形
態

に
か
か
わ
ら
な
い
公
正
な
待
遇
確

保
な
ど
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
確
保
や
、
多
様
な
個
人
の
能
力

が
発
揮
で
き
る
環
境
整
備
が
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
「
女
性

の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
や
「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、「
育

児
・
介
護
休
業
法
」
、「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
」
の
改
正
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
性
別
や
障
が
い
の
有
無
、

子
育
て
や
介
護
と
い
っ
た
生
活
環

境
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
活
躍
で
き

る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
法
整
備

も
徐
々
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
30

（
2018
）
年
度
に
実
施
し
た
市
内
製

造
業
者
や
地
域
活
動
団
体
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
は
、
働

き
手
や
活
動
の
担
い
手
と
し
て
の

人
材
不
足
が
最
大
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
地
域
の
活
性
化
の
観
点

か
ら
も
、
市
民
誰
も
が
様
々
な
場

面
で
活
躍
で
き
る
よ
う
取
組
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。 
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⑷ 情報技術の革新 

超
ス
マ
ー
ト
社
会
を
め
ざ
す
日
本 

日
常
生
活
や
制
度
が
抜
本
的
に
変
化 

 

 

 

 

 

  日本政府が「第５期科学技術基本計画」で、実現をめざすとされている新たな社会像。 

  ＡＩやＩｏＴ、ロボットなどの革新的な科学技術を用いて、社会の様々なデータを活用 

することで、経済の発展と社会課題の解決の両立をめざし、新たな価値やサービスを創出 

することで、あらゆる人が活き活きと快適に暮らせる社会を実現するという考え方。 

 

「第５期科学技術基本計画」では、ＩＣＴを最大限活用し、サイバー空間と現実世界 

とを融合させた取組により、人々に豊さをもたらす「超スマート社会」という未来社会 

の姿として共有し、その実現に向けた一連の取組をさらに進化させつつ「Society5.0」 

として強力に推進し、世界に先駆けて超スマート社会を実現していくこととしています。 

超スマート社会の実現とその取組(Society5.0) 

 

急
速
に
技
術
革
新
が
進
み
、

情
報
通
信
技
術
や
先
端
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
活
用
が
顕
著
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
多
機
能
化
す
る
な
ど
、
生
活

の
多
く
の
場
面
で
電
子
化
や
ク

ラ
ウ
ド
化
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
な

ど
、
技
術
の
応
用
が
進
ん
で
い

ま
す
。 

ま
た
、
企
業
で
は
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、
病
院
で
は
重
症
化
予

測
、
行
政
に
お
い
て
も
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
内
部
事
務

効
率
化
の
観
点
か
ら
Ａ
Ｉ
や
Ｒ

Ｐ
Ａ
な
ど
が
導
入
さ
れ
は
じ
め

て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
連
携
や
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

推
進
等
、
行
政
の
持
つ
デ
ー
タ

の
活
用
可
能
性
が
様
々
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
は
、
国
が
め
ざ
す
超
ス

マ
ー
ト
社
会
の
実
現
と
そ
の
取

組
が
進
む
中
で
、
社
会
に
お
け

る
仕
組
み
や
制
度
、
生
活
環
境
、

事
務
の
あ
り
方
等
に
お
い
て
、

抜
本
的
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
こ
れ
ら

の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

先
を
見
据
え
た
行
政
運
営
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。 
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(2025 年大阪万博イメージ) 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
人
の
動
き
が

活
発
に
。
大
阪
に
も
多
く
の
人

が
来
訪 

⑸ グローバル化の進展、インバウンド・外国人労働者の増加 

 

社
会
・
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
情
報
技
術
の
進
展
に
伴

い
、
国
境
を
越
え
た
人
や
モ
ノ

の
移
動
が
活
発
化
し
て
い
る
と

と
も
に
、
人
々
の
消
費
活
動
や

企
業
の
取
引
の
範
囲
が
拡
大
す

る
の
に
加
え
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
が
期
待
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
産
業
振
興
施
策
が
求
め

ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
2025
年
大
阪
万
博
な
ど

国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
を
契
機
と
し
て
、
大
阪
の
世

界
で
の
認
知
度
の
向
上
や
発
信

力
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
海

外
か
ら
の
観
光
客
等
が
大
阪
を

訪
れ
る
機
会
が
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
海
外
か
ら
の
観
光
客

等
に
、
地
域
の
資
源
や
魅
力
を

発
信
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

よ
る
地
域
経
済
の
振
興
を
図
っ

て
い
く
こ
と
も
重
要
な
視
点
と

な
っ
て
き
ま
す
。  

 

わ
が
国
に
お
け
る
外
国
人
労

働
者
数
は
急
速
に
増
加
し
、
2017

年
に
は
、
128
万
人
に
及
ん
で
い

ま
す
。 

今
後
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
労
働
力
不
足
へ
の
懸
念
な
ど

か
ら
、
在
留
資
格
の
緩
和
等
に

よ
り
、
外
国
人
労
働
者
の
受
入

を
拡
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。 

本
市
に
は
既
に
多
く
の
外
国

籍
の
市
民
が
住
ん
で
い
ま
す

が
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
更
な

る
国
際
化
が
進
む
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
文
化
の
違
い
な
ど
、
相

互
に
多
様
性
を
認
め
合
い
な
が

ら
暮
ら
せ
る
、
共
生
社
会
の
実

現
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

法
改
正
な
ど
に
よ
り
、
外
国

人
労
働
者
の
受
入
が
増
加 
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SDGs(持続可能な開発目標)は平成 27(2015)年９月開催の国連サミットにおいて採択された持

続可能な開発のための 2030 アジェンダの中心的な考え方であり、発展途上国だけでなく先進国

も取り組むべき 2030 年にむけた 17 のゴール及び 169 のターゲットからなる人類及び地球の持

続可能な開発のために達成すべき課題とその具体的な目標を示したものです。国においても、

SDGs の実施に最大限取り組む旨を表明しており、国内実施と国際協力の両面で率先して取り組

むため、関係省庁が連携し SDGs 推進本部会合を設置し、実施方針が決定されています。 

SDGs 推進本部会合及び実施指針の中では、SDGs を全国的に実施するためには、地方自治体や

地域組織等が SDGs 実施における不可欠な主体となることから、パートナーと位置づけられるな

ど、地方自治体へも大きな期待が寄せられています。 

また、SDGs の考え方は、地方自治体が担う住民の福祉の増進に深くかかわるものであるため、

本市においても、SDGs の要素を最大限反映しながら取組を推進していきます。 

なお、本計画の基本計画では、施策ごとに関連するゴールのアイコンを表示し、SDGs の取組

として位置付けています。 

ＳＤＧｓ 
(持続可能な開発目標)について 

Sustainable Development Goals 

トピックス② 
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こ
の
よ
う
に
、
本
計
画
期
間
に
お
け
る
本

市
の
人
口
の
将
来
展
望
は
、
減
少
傾
向
と
な

り
ま
す
が
、
安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
整
備
や
快
適
な
住
ま
い
環
境
整

備
な
ど
、
本
市
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
の
施
策
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
や
外
国
人
労
働
者
の
増
加
な

ど
、
海
外
か
ら
の
人
の
流
入
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
2030
年
度
に
は
、「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

の
将
来
展
望
（
時
点
修
正
）」
を
超
え
る
水
準

を
め
ざ
し
ま
す
。 

一
方
で
は
、
買
い
物
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

門
真
を
訪
れ
る
交
流
人
口
、
仕
事
や
出
身
地

な
ど
何
ら
か
の
形
で
門
真
と
関
わ
り
を
持
つ

関
係
人
口
な
ど
、
人
口
の
新
た
な
捉
え
方
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
本
市
は
昼
間
人
口
比
率
が
100
％
を

超
え
、
近
隣
市
と
比
較
し
て
高
い
と
い
う
特

徴
も
あ
り
ま
す
。 

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も
、
地
域
の
活

力
や
に
ぎ
わ
い
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
門

真
の
立
地
環
境
や
産
業
構
造
な
ど
地
域
の
特

徴
を
活
か
し
、
経
済
活
動
や
文
化
活
動
な
ど
、

様
々
な
形
で
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
に
も

着
目
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

本
市
の
将
来
人
口
の
見
通
し
と
し
て
、
平

成
27(

2015)

年
10
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
門

真
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
以
下
、「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
い
う
。）
」
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
、
平

成
27(

2015)

年
実
施
の
国
勢
調
査
の
結
果
を

反
映
し
、
時
点
修
正
を
行
い
ま
し
た
。 

時
点
修
正
に
あ
た
っ
て
は
国
勢
調
査
の
結

果
を
ベ
ー
ス
に
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て

取
り
入
れ
た
考
え
方(

合
計
特
殊
出
生
率
の

上
昇
・
転
出
超
過
の
改
善)
を
引
き
継
い
で
推

計
を
行
い
ま
し
た
。 

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
以
降
の
本
市
の
人
口

推
移
を
踏
ま
え
、
起
点
を
2020
年
と
し
、「
合
計

特
殊
出
生
率
」
は
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
同
様
の

上
昇
幅
と
、「
転
出
超
過
の
改
善
」
は
、
2040
年

に
均
衡
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
結
果
、
将
来
人
口
の
展
望
は
、
本
計
画

の
最
終
年
度
と
な
る
2030
年
に
約
10
万
５
千

人
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
最
終
年
度
と
な
る
2040

年
に
約
９
万
４
千
人
と
な
り
ま
す
。 

 
 

２．人口の将来展望 

（平成 27（2015）年国勢調査） ※他団体平均…本市以外の上記団体の平均 
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３．財政の将来展望 
1993

年
６
月
の
衆
参
両
議
院
に
よ
る
「
地
方
分

権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
」
以
降
、
地
方
分
権

改
革
で
は
、
こ
れ
ま
で
８
次
に
わ
た
る
「
地
方

分
権
一
括
法
」
が
施
行
さ
れ
、
「
機
関
委
任
事

務
制
度
の
廃
止
」
、
国
か
ら
地
方
へ
の
「
権
限

の
移
譲
」
な
ど
数
多
く
の
制
度
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

ま
た
、
第
１
次
地
方
分
権
改
革
期
と
第
２
次

地
方
分
権
改
革
期
の
間
で
あ
る
、
2004

年
か
ら

2006

年
に
は
、「
三
位
一
体
改
革
」
と
し
て
、「
国

庫
補
助
及
び
負
担
金
改
革
」
、「
税
源
移
譲
」
、

「
地
方
交
付
税
改
革
」
が
行
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る

「
地
方
財
政
シ
ョ
ッ
ク
」
と
し
て
地
方
自
治
体

の
行
財
政
運
営
に
厳
し
い
影
響
を
与
え
ま
し

た
。 地

方
分
権
が
進
ん
だ
「
平
成
」
の
時
代
は
幕

を
閉
じ
、
地
方
分
権
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と

進
も
う
と
し
て
い
く
中
、
地
方
自
治
体
に
は

「
発
意
」
と
「
多
様
性
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 こ

の
よ
う
な
中
、
2018

年
６
月
に
国
に
お
い

て
策
定
さ
れ
た
「
新
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」

で
は
、
2025

年
度
ま
で
に
国
・
地
方
を
合
わ
せ
た

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
を
め
ざ

す
財
政
健
全
化
目
標
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

加
え
て
、
大
規
模
な
自
然
災
害
へ
の
対
策
も

ま
た
、
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢
の
変
化

等
に
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
市
民
の
安
全
・
安

心
を
守
り
、
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
い
う
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
役
割
を

十
分
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
は
、
強
固
な
財
政

基
盤
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 本

市
の
財
政
は
、
急
激
な
人
口
減
少
等
の
影

響
に
よ
り
、
市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
経
常

的
な
一
般
財
源
が
大
幅
に
減
少
し
、
そ
の
対
応

と
し
て
多
額
の
基
金
の
取
り
崩
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
こ
と
な
ど
厳
し
い
状
況
に
直
面
し

て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
が
進
む
こ
と
か
ら
、
市
税
収
入
等
の

自
主
財
源
が
大
幅
に
増
収
す
る
こ
と
は
見
込

め
な
い
た
め
、
歳
入
環
境
は
よ
り
厳
し
さ
を
増

す
も
の
と
予
測
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
自
然
災
害
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対

策
及
び
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
大
へ
の
備

え
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
の
十

分
な
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
ま
ま
手
を
こ
ま
ね
い
て

い
れ
ば
、
事
態
は
よ
り
深
刻
と
な
る
こ
と
か

ら
、
本
市
が
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
分

野
に
対
し
て
積
極
的
に
解
決
に
向
け
た
ア
プ 

  

ロ
ー
チ
を
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
こ
と
に
対
応

で
き
る
財
源
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

今
後
は
、
「
財
政
調
整
基
金
を
繰
り
入
れ
な

い
収
支
均
衡
予
算
」
を
実
現
、
維
持
し
、
透
明

性
の
高
い
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
財
政
運

営
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
に
お
い
て
真
に
必
要

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
と
集
中
に
努
め
る

と
と
も
に
、
本
市
が
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
、

魅
力
あ
る
ま
ち
と
な
る
た
め
に
必
要
な
投
資

が
で
き
る
よ
う
、「
財
政
の
健
全
化
」
と
「
ま
ち

の
成
長
」
が
両
立
し
う
る
財
政
基
盤
の
構
築
を

め
ざ
し
ま
す
。 
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１．まちの将来像 
社
会
の
変
化
を
展
望
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
本
市
の
お
か
れ

た
現
状
や
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
市
民
の
期
待
な
ど
を
視
野
に
入
れ
つ

つ
、
ま
ち
の
将
来
像
を
描
い
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。 

本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
開
催
し

た
市
民
会
議
で
は
、「
市
民
の
期
待
す
る
将

来
の
ま
ち
の
姿
」
と
し
て
、
こ
ん
な
ま
ち

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
様
々
な
意
見
が
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
市
民
が
こ
れ
か
ら
の
門

真
に
期
待
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
で
す
。 

● 

子
ど
も
や
若
者
、
高
齢
者
ま
で
ど
ん

な
世
代
も
、
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し
、

分
け
隔
て
な
く
つ
な
が
る
。 

 

● 

み
ん
な
が
生
涯
の
生
活
の
発
展
を
通

し
て
学
び
働
き
な
が
ら
活
躍
で
き
る
。 

● 

誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
明
る
い
未
来

へ
向
け
て
夢
を
語
れ
る
。 

 

こ
の
観
点
を
踏
ま
え
、
本
市
の
め
ざ
す

ま
ち
の
将
来
像
を
「
人
情
あ
ふ
れ
る
笑
い

の
た
え
な
い
ま
ち 

門
真
」
と
し
、
市
民

み
ん
な
が
こ
れ
を
共
有
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。 

 
 

 

第
２
章 

ま
ち
の
将
来
像
と
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性 

78.0
32.1

71.9
22.4

20.5
51.7

29.9
9.2

20.3
56.3

47.3
30.4

16.3
36.8

21.0
19.2

28.5
3.3
4.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

心と体の健康
仕事のやりがいやワークライフバランス

身体的・経済的な安定
子育てが安心して楽しくできる

子どもの成長実感
人との支え合い

隣近所や地域コミュニティとのつながり
まちづくりを担っているという実感

地域への愛着
犯罪や事故・災害への対策

便利で快適な生活
自然・うるおい実感

文化芸術活動やスポーツ活動
平和で人権が守られる環境

環境保全の意識
地域産業に活力がある

市政への関心や市役所への信頼
その他

不明・無回答

ご自身が今後さらに幸せになるために必要と思う事項

 市民会議で出された期待する将来のまちの姿 

◇ 若者が活躍し産業・人が潤うまち 

◇ 教育と若者で支え合う安全なまち 

◇ ぼくもわたしもお兄ちゃんもお姉ちゃんも明るく笑い声のたえない高齢者も 

住み良い現役世代も元気に働いて安定した年金をもらえるまち 

◇ 未来をたくす子どもが夢をもてるまち・門真 

◇ 大切にしたいのは“こころ”世界にひとつだけのまち“かどま” 

◇ みんなが手をつなぎ未来を語れるまち門真 

(平成 30 年度市民幸福実感に関する意識調査) 

（％） 
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本
計
画
期
間
と
な
る
10
年
の
間
に
は
、
大
手

企
業
工
場
跡
地
や
古
川
橋
駅
、
門
真
市
駅
な
ど
の

市
内
駅
周
辺
、
本
市
中
心
部
に
残
る
市
街
化
調
整

区
域
、
府
営
門
真
住
宅
建
替
え
後
の
跡
地
活
用
な

ど
、
市
域
の
至
る
と
こ
ろ
で
大
規
模
な
ま
ち
づ
く

り
や
住
宅
の
整
備
が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

ま
た
、
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
や
阪
神
高
速

淀
川
左
岸
線
の
延
伸
が
決
定
し
て
お
り
、
更
な
る

交
通
利
便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

一
方
で
は
、
広
域
的
な
視
点
か
ら
は
、
大
阪
府

の
ま
ち
づ
く
り
や
政
策
の
動
向
な
ど
に
よ
り
、
本

市
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
影
響
を
受
け
る

こ
と
か
ら
、
本
市
の
将
来
を
展
望
す
る
上
で
、
大

阪
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
潮
流
や
方
向
性
を
見

定
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。 

大
阪
府
に
お
い
て
は
、
東
西
二
極
の
一
極
を
担

う
社
会
経
済
構
造
の
構
築
に
向
け
て
、
都
市
と
し

て
の
経
済
機
能
の
強
化
や
定
住
魅
力
・
都
市
魅
力

の
強
化
を
図
り
、
国
内
外
か
ら
人
・
モ
ノ
・
情
報

の
集
積
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

大
阪
万
博
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
、
外
国

人
労
働
者
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、
大
阪
周
辺
地
域

の
人
の
流
れ
や
本
市
の
居
住
環
境
も
ま
た
、
大
き

く
変
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
本
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
本
市
の

発
展
に
と
っ
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、 

市
域
全
域
の
再
整
備
の
機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
良
質
な
住
宅
供
給
を
誘
導
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
も
の
づ
く
り
企
業
を
は

じ
め
と
し
た
市
内
産
業
の
振
興
や
交
通
利
便
性

を
活
か
し
た
新
た
な
企
業
立
地
の
可
能
性
な
ど
、

身
近
で
働
け
る
場
の
創
出
を
図
り
、
職
住
近
接
の

ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。 

こ
れ
ら
に
加
え
、
本
市
の
強
み
を
最
大
限
に
活

か
し
、
市
民
と
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、

市
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が

「
訪
れ
た
い
」
「
住
み
た
い
」
と
、
選
ば
れ
続
け

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
、
子
ど
も
が
元
気
で
健
や
か
に
育

ち
、
子
ど
も
を
き
っ
か
け
に
家
族
や
地
域
な
ど
、

世
代
を
超
え
て
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
子

ど
も
た
ち
は
様
々
な
大
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

個
性
や
能
力
を
開
花
さ
せ
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
と
生
き
る
力
を
身
に
付
け
、
将
来

を
支
え
る
担
い
手
と
な
る
。
そ
う
い
っ
た
子
ど
も

を
真
ん
中
に
お
い
た
地
域
の
好
循
環
の
中
で
、
若

者
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
外
国
籍
の
市
民
な
ど 

 

み
ん
な
が
健
康
で
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会

を
実
現
す
る
。
そ
ん
な
未
来
を
見
据
え
た
「
ひ
と
」

を
育
む
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。 

特
に
、
門
真
の
未
来
を
、
そ
し
て
一
層
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
む
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
力

強
く
生
き
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
大
事
に
し

て
い
き
ま
す
。 

こ
れ
に
加
え
、
ま
ち
の
再
整
備
や
災
害
・
犯
罪

へ
の
対
策
等
に
よ
り
、
市
民
が
安
全
・
安
心
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
住
ま
い
と
環
境
を
整
え
る
と
と

も
に
、
産
業
の
振
興
、
文
化
芸
術
の
振
興
・
推
進

を
図
り
、
働
く
場
、
地
域
で
の
学
び
の
場
、
人
が

交
流
す
る
場
を
創
出
し
、
賑
わ
い
と
活
気
あ
る

「
ま
ち
」
を
め
ざ
し
ま
す
。 

そ
し
て
、
子
育
て
、
仕
事
、
介
護
、
学
び
な
ど
、

個
人
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
が
叶
う
、
そ
う
実
感
で
き

る
「
人
情
あ
ふ
れ
る
笑
い
の
た
え
な
い
ま
ち
」
と

い
う
、
将
来
の
ま
ち
の
姿
の
実
現
を
め
ざ
し
ま

す
。 以

上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
目
標
を
次
の
と
お
り
掲
げ
、
具
体
的
な
施
策

の
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

２．まちづくりの方向性 
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出産・子育ての希望を叶え、 

子どもの生きる力を育むまちの実現 

地域の中で活き活きと、 
みんなが健康で笑って暮らせるまちの実現 

安全・安心で 
快適な住まいと環境のあるまちの実現 

妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援により、出産・子育ての希望を叶えら

れる環境を作ることをめざします。また、少子化など児童の減少による教育環境の変

化に対応し、門真の将来を担う子どもたちが多様な経験を積み、個性や能力を開花さ

せながら、コミュニケーション能力と、グローバルな視点を持って社会で自立してい

く「生きる力」を育むまちをめざします。 

地域福祉を支える担い手の確保・育成や、交流や見守り活動、支援の場など、様々

なネットワークの構築を推進し、地域の中で支え合える環境をつくることをめざしま

す。また、市民の健康づくりや地域で活躍できる機会の充実を図り、子どもや若い世

代、高齢者、障がい者など、みんなが健康で笑って暮らせるまちをめざします。 

誰もが活躍できる 
賑わいと活気あるまちの実現 

老朽化する公共施設等をはじめとするまちの基盤の再整備や密集市街地解消を推

進し、充実した都市機能と良好で快適な住まいと環境をつくることをめざします。

また、増加する空き家に係る対策や防犯体制の強化、地震等の自然災害への危機管

理体制の強化を図り、犯罪や災害に強い安全・安心なまちをめざします。

産業の振興・雇用創出を図り、働く場が身近にありワークライフバランスを実現で

きる職住近接の環境をつくることをめざします。また、高齢化が進む中、市内の文化

資源を生かしつつ文化芸術の振興・推進を図り、地域での学びの場や人が交流する場

を創出し、人の温かさや利便性の高い交通網など本市の強みを最大限に活かすこと

で、活力と賑わいのあるまちをめざします。 

目標 

１ 

目標 

２ 

目標 

３ 

目標 

４ 

 

第３章 基本目標 
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本
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
の
視
点 

本
市
の
め
ざ
す
将
来
の
ま
ち
の
姿
を
実
現
し
本
市

が
持
続
可
能
な
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。 

ま
た
、
行
政
は
常
に
市
民
目
線
に
立
ち
、
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
と
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
る
と
と
も
に
、
計
画
的
で
効
率
的

な
行
財
政
運
営
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

市
民
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
、
新
た
な
門
真
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
視
点
に

立
っ
て
本
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

①
「
協
働
・
共
創
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 

本
市
で
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
市
民
、
議
会
な
ど

多
様
な
主
体
が
、
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、
果
た
す
べ

き
役
割
を
自
覚
し
、
お
互
い
に
補
完
し
な
が
ら
、「
協

働
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
協
働
」
を
基
本
と
し
つ
つ
、

民
間
事
業
者
を
含
め
た
、
多
様
な
主
体
が
対
話
に
よ

り
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
恵
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集

し
て
、
新
た
な
ま
ち
の
魅
力
や
価
値
を
共
に
創
り
あ

げ
て
い
く
「
協
働
・
共
創
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。 

②
「
財
政
の
健
全
化
」
と
「
ま
ち
の
成
長
」

が
両
立
す
る
計
画
的
な
財
政
運
営 

 

本
市
が
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
、
魅
力
あ
る
ま
ち

と
な
る
た
め
に
必
要
な
投
資
が
で
き
る
よ
う
、「
財
政

の
健
全
化
」
と
「
ま
ち
の
成
長
」
が
両
立
し
う
る
財
政

基
盤
を
構
築
し
、
計
画
的
な
財
政
運
営
に
取
り
組
み

ま
す
。 

  ③
持
続
可
能
で
効
率
的
な
行
政
運
営 

 

少
子
高
齢
化
を
伴
う
人
口
減
少
、
大
阪
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
、
目
ま

ぐ
る
し
い
社
会
の
変
化
へ
ス
マ
ー
ト
に
対
応
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

時
代
の
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
先
端
技
術
を

賢
く
活
用
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
他
自
治
体
と
の
連

携
、
共
同
処
理
等
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
た
取
組
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
の
中
か
ら
改
め

て
最
適
な
も
の
を
選
択
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
で
効

率
的
な
行
政
運
営
を
行
い
ま
す
。 
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